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法
人
理
念
の
実
現
に
向
け
て

統
括
施
設
長　

堂
　
免
　
良
　
久

地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
石
谷
の
郷
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は

新
た
な
類
型
と
し
て
設
定
さ
れ
た
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
で

す
。
特
長
と
し
て
、
障
害
が
比
較
的
重
い
方
が
地
域
の
一
員
と

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
世
話
人
や
夜
勤
の
生
活
支
援
員
な

ど
手
厚
い
人
員
配
置
が
な
さ
れ
、
日
常
生
活
の
多
く
の
場
面
で

生
活
を
支
え
る
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。そ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
入
居
者
を
受
け
入
れ
た
初
日
に
、

あ
る
入
居
者
の
家
族
の
方
が
み
ん
な
で
夕
食
を
摂
ら
れ
て
い
る

様
子
を
ご
覧
に
な
り
、独
り
言
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
私
が
い
な
く
な
っ
て
も
こ
の
子
は
ち
ゃ
ん
と
夕
飯
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
…
。」こ
の
言
葉
は
、
こ
れ
ま
で
四
十
年
余

り
親
子
一
緒
に
暮
ら
し
て
こ
ら
れ
て
今
日
か
ら
別
々
の
生
活
が

始
ま
る
と
い
う
寂
し
さ
と
、
自
分
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
て

も
大
丈
夫
だ
と
い
う
安
堵
の
気
持
ち
が
交
錯
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
当
法
人
が
掲
げ
て
い
る
理
念
の
中
に「
共
生
社

会
の
実
現
」と「
生
涯
支
援
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
国
が

推
進
し
て
い
る「
我
が
事
・
丸
ご
と
」地
域
共
生
社
会
実
現
に
も

直
結
し
ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
で
、
初

め
て
地
域
住
民
が
我
が
事
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

親
亡
き
後
も
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
生
活
の
場
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と

い
え
ま
す
。
当
法
人
で
は
早
期
の
完
成
を
目
指
し
、
新
し
い
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
Ⅱ
期

将
来
構
想
大
綱
に
掲
げ
た
計
画
を
現
実
の
も
の
と
し
、
前
述
の

理
念
に
一
歩
で
も
近
づ
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
当
法
人
は
前

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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祝
　
新
　
成
　
人

　
贈
る
言
葉（
祝
成
人
）

育
成
会
事
務
局
長
　
日 

髙 

俊 

郎

成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
稀
有
な

状
況
の
中
で
保
護
者
の
方
々
も
特
別
な
思
い

で
お
子
様
の
成
人
を
祝
わ
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

昨
年
末
に
、
私
が
そ
の
オ
ー
プ
ン
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
ふ
れ
あ
い
館
も
、
成
人

を
迎
え
た
皆
さ
ん
と
同
じ
く
二
十
歳
を
迎

え
、
そ
の
意
味
で
私
に
と
っ
て
も
特
別
な
思

い
が
あ
り
ま
す
。

育
成
会
が
運
営
す
る
施
設
も
ふ
れ
あ
い
館

も
多
く
の
方
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
建

設
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
お
友
達
ど
う
し

会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
交
流
す
る
と
い
う
こ

と
が
困
難
に
な
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
楽
し

み
や
生
き
が
い
を
何
に
求
め
、
そ
し
て
そ
れ

を
ど
の
よ
う
な
形
で
皆
で
共
有
す
る
か
が
新

た
に
問
わ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
は
、
自
分
に
と
っ

て
何
が
大
切
か
、
何
が
必
要
な
も
の
で
、
何

が
足
り
な
い
も
の
か
な
ど
を
新
た
な
目
で
見

つ
め
な
お
し
て
も
ら
い
と
思
い
ま
す
。

何
と
な
れ
ば
、
二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん

は
、
こ
れ
か
ら
大
人
と
し
て
の
責
任
を
背
負

い
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

ど
う
か
そ
の
こ
と
を
、
家
族
や
友
達
ど
う

し
で
、
あ
る
い
は
身
近
な
施
設
の
職
員
と
話

し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
こ
と
が
、
皆
さ
ん
の
今
後
の
人
生
を

き
っ
と
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
一
員
と
し
て
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
手
を
取
り
合
り
あ
い
な
が

ら
、今
後
も
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う

と
ま
と 

保
護
者
　
樋
口
　
円

　

あ
ま
り
良
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
娘
が
良
く
口

に
す
る
言
葉
は
、「
あ
り
が
と
う
」で
す
。

　

困
っ
た
行
動
の
多
い
彼
女
で
す
が
、
今
は

と
ま
と
で
チ
ラ
シ
折
り
を
頑
張
り
、
カ
ラ
オ

ケ
や
講
座
の
工
作
等
を
楽
し
み
に
、
幸
せ
そ

う
に
通
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
、恵
里
果
も
二
十
歳
に
な
り
ま
し
た
。

相
変
わ
ら
ず
の
彼
女
で
す
か
ら
、
振
袖
の
前

撮
り
が
終
わ
っ
た
後
、
撮
影
中
上
手
に
付
き

合
っ
て
下
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の「
姫
、

待
っ
て
。」の
声
を
バ
ッ
ク
に
、
近
く
の
コ
ン

ビ
ニ
に
駆
け
込
み
、
ア
イ
ス
を
持
っ
て
レ
ジ

へ
と
。
こ
ん
な
日
々
に
毎
日
付
き
合
っ
て
下

さ
っ
て
い
る
と
ま
と
の
職
員
の
方
々
、
利
用

者
様
、
今
ま
で
、
愛
情
深
く
教
育
し
、
育
て

て
下
さ
っ
た
先
生
方
に
、
感
謝
で
す
。
そ
し

て
恵
里
果
、
毎
日
沢
山
笑
わ
せ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。

樋
ひ ぐ ち

口 恵
え り か

里果 様

　
成
人
を
迎
え
て

石
谷
コ
ス
モ
ス 

保
護
者
　
有
川
　
裕
美

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
温
か
な
成
人
式
を
開
催

し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
成

人
の
日
を
元
気
に
笑
顔
で
迎
え
る
こ
と
が
で

き
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

生
後
四
ヶ
月
で
難
病
と
わ
か
り
先
の
見
え

な
い
不
安
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
あ

の
日
。
て
ん
か
ん
発
作
と
つ
き
あ
い
な
が
ら

時
に
は
落
ち
込
み
涙
し
、
辛
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
周
り
の
方
の
お
陰
で
今
日
ま
で

や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。
裕
也
を
と
り
ま
く
全

て
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
つ
の
節
目
を
迎

え
て
こ
れ
か
ら
も
長
い
人
生
で
す
。
私
は
裕

也
の
笑
顔
が
大
好
き
で
す
。
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
そ
の
笑
顔
が
消
え
な
い
よ
う

こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

有
ありかわ

川 裕
ゆ う や

也 様

　
麟
　
へ

保
護
者
　
時
任
　
到

　

君
は
生
ま
れ
て
間
も
な
く
医
師
よ
り
、
障

が
い
と
心
臓
の
手
術
が
必
要
と
宣
告
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
晩
父
は
君
の
将
来
が
不
安
で
一

睡
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
そ
の
不
安

は
一
晩
だ
け
、
支
援
学
校
高
等
部
で
は
運
動

会
の
応
援
団
長
を
務
め
る
ほ
ど
成
長
し
、
今

は
支
援
施
設
の
ロ
コ
コ
様
、
百
花
様
に
通
い

余
暇
で
バ
ス
ケ
や
風
船
バ
レ
ー
を
が
ん
ば
る

姿
が
只
々
嬉
し
い
。

　

君
が
今
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
や
友
達
、
施
設
の
職
員
の
皆

様
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
や
チ
ー
ム

メ
ー
ト
の
温
か
い
支
援
の
お
陰
で
す
。
父
は

君
が
生
ま
れ
た
時
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
た
。
成
人
に
な

っ
た
今
、
持
ち
前
の
明
る
い
笑
顔
で
様
々
な

活
動
を
通
じ
社
会
に
少
し
で
も
役
立
つ
よ
う

キ
バ
レ
！

　

そ
れ
が
君
を
支
え
て
き
て
く
れ
た
皆
様
へ

の
恩
返
し
で
す
。

時
ときとう

任 麟
りん

 様
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成
人
式
の
様
子

川
かわさき

崎 美
み な み

波 様

永
ながかり

仮 優
ゆ り か

梨香 様

森
もりおか

岡 亮
りょうた

太 様
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フ レ ッ シ ャ ー ズ
育成会の事業所を新たに利用された方々のコメントを頂いていますので、ご紹介します。

育成センターコスモス　前岡 真奈美

　令和元年の６月から育成センターコスモスを利用し始めました。毎日、いろいろな活動に張り切って取り組んでいます。カラ

オケやダンス、絵を描いたり、親しい方へ手紙を書いたりすること、野外活動で野花を摘むことなどがとても好きです。特にカ

ラオケでは、松田聖子や中森明菜などの８０年代のアイドルの歌や安室奈美恵の歌が大好きです。これからもコスモスでの様々

な活動を楽しんでいきたいと思います。

育成センターコスモス　德重 有美
　平成３１年の４月から育成センターコスモスを利用し始めました。毎日、元気に登所しています。室内では、お絵描きや

タブレットで音楽やアニメの動画を視聴することや、カラオケでアニメソングを歌うことが好きです。屋外では水遊びが大

好きです。特にコスモスの 2階のベランダでのビニールプールで水遊びをするのが大好きで、すぐに水着に着替えてはりきっ

て２階に向かいます。これからもコスモスでのいろいろな活動を通して、自分らしくのびのびと毎日を楽しんでいきたいと

思います。

成人を迎えて
保護者  德重　理枝

　有美の成人式に向けて、昨年の育成会の成人式を見学してから、あっという間の１年でした。こだわりが強く、変化が苦手。

不安と緊張の中、迎えた先日の成人式。心の杖である自分の描いた絵を持ちながら、なんとか参加する姿がありました。こ

れもまた、有美の自立への第一歩なのかもしれません。

　２歳で自閉症と判ってから、これまでの育ちの中で、困難にぶつかるたび有美を取り巻くたくさんの方々に支えていただ

きました。そして育成センターコスモスとの出会いがあり、葛藤しながらも楽しい毎日のおかげで、無事成人式を迎えるこ

とができ、感謝の気持ちでいっぱいです。これからの人生も、有美らしく豊かに過ごせるよう、一番近くで応援していきた

いです。

とくしげ　ゆ　み

まえおか　ま な み
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て２階に向かいます。これからもコスモスでのいろいろな活動を通して、自分らしくのびのびと毎日を楽しんでいきたいと

思います。

成人を迎えて
保護者  德重　理枝

　有美の成人式に向けて、昨年の育成会の成人式を見学してから、あっという間の１年でした。こだわりが強く、変化が苦手。
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　平成３０年度に地域で生活する障害者を支援するように新しく創設された障害福祉サービスに「自立生活
援助」と「就労定着支援」などがあります。

ＱⅠ 自立生活援助とはどのようなサービスでしょうか？
　地域で一人暮らしを希望する人に対し、地域において自立した日常生活、または社会生活を営むこと
ができるよう、一定の期間にわたり定期的な巡回訪問（居宅訪問）や随時の対応により、円滑な地域生
活に向けた相談・助言などを行うサービスです。

Ｑ１ 対象者はどのような方ですか？　　
　①　施設などから退所・退院した人
　②　すでに地域で一人暮らしをしていて支援が必要な人
　③　障害、疾病などのある家族と同居していて一人暮らしをしようとする人などです。

Ｑ２ 利用期間・サービスの内容はどのようなものですか？
　標準利用期間は、１年間になります。サービスの内容は定期的に利用者の居宅を訪問して、「食事、
掃除、洗濯に課題はないか」「公共料金や家賃に滞納はないか」「通院はしているか」など、確認を行っ
て必要な連絡調整をするなどのサービスです。
　また、定期的な訪問だけではなく、利用者から相談があった場合は、訪問や電話やメール等による
随時の対応も行います。

ＱⅡ 次に就労定着支援とはどのようなサービスですか？
　就労移行支援などを利用して一般就労へ移行した障害者で、就労に伴う環境の変化により生活面で課
題が生じている人に対し、雇用された企業などで就労の継続を図るため、企業・事業所や関係機関との
連絡調整、雇用に伴い生じる日常生活、または社会生活上の各問題に関する相談、指導・助言などの支
援を一定期間行うサービスです。

Ｑ１ 具体的支援の内容と利用期間はどのようになっていますか？
①　雇用した企業・事業所・自宅などへの訪問や障害者の来所による月１回以上の相談を通じ、生活
リズムや体調の管理や家計など、就労に伴い生じている生活面の課題を把握します。
②　就業先の企業担当者や障害福祉サービス事業者、医療機関などと連絡を取りながら課題解決に向
け、指導・助言などの必要な支援を行います。利用期間は最大３年間です。

ＱⅢ その他のサービスでも変更がありましたか？
　生活介護事業では「共生型サービス」が創設され、共生型サービスの指定を受けた事業所であれば、
６５歳以上の利用者が同じ事業所でサービスを受けることができるようになりました。
　また、医療的ケア児者に対する支援として、児童発達や放課後等デイサービス、生活介護など、看護
職員を多く配置している場合は加算を創設して、医療的な支援が必要な利用者の受け入れが進むよう、
変更が行われています。
　その他、障害者の重度化・高齢化に対応できるグループホームの新たな類型として「日中サービス支
援型共同生活援助」が設けられました。

ＱⅣ 育成会でも、そのようなサービスを実施していますか？
　育成会では、令和元年８月に事業実施した、地域共生センター石谷の郷で、日中サービス支援型共同
生活援助を実施しており、障害の重い方も手厚い支援を受けて、グループホームに入居されています。　
　また、生活介護では看護職員を多く配置し、行動面で配慮や医療的なケアが必要な利用者の受け入れ
も行っています。その他、共生型サービスなどについては、実施できてはいませんが、状況を確認しな
がら対応を検討しているところです。

自立生活援助？ 就労定着支援？ってなに？
相談支援専門員に聞いてみた！
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コロナ禍で保護者が思ったことコロナ禍で保護者が思ったこと

　当たり前だった日常が変わり窮屈に思うこと
が多い日々ですが、息子も仕方がないものだと
理解しているようです。テレビでは、毎日感染
の方々の人数が伝えられ悲しいニュースに気持
ちが沈みがちになります。
　それでも、しっかりした感染予防の努力をし
て頂いているおかげで安心して施設利用ができ
ること、とても有難く思っております。
　一日も早く以前の生活が戻ってくることを祈
るのみです。

　コロナは別世界、ここは大丈夫だと根拠のな
い自信を持っていたのですが、とうとう緊急事
態を体験しました。初めて体験する目に見えな
いウイルスとの戦い、色とか匂いでもあれば、
まだ対応出来るはずですが。学校が休校になっ
たり、何かしらの制限がある生活の中、子供達
は、不安やストレスもあり、放課後等デイサー
ビスは私達親子にとって心の拠り所でした。季
節行事や学校行事などを何の制限もなく前みた
いに親子一緒に笑顔や嬉し涙で参加出来る日が
早く来る事を願います。

　全国的に、感染が拡大する中、ウイルスに感
染したくない、持ち込みたくないなど、様々な
思いもあって、不安な気持ちで過ごしていまし
た。ウイルスは、匂いもなく、目にみえません。
その中で、ご家族、ご本人、施設の方など、感
染予防をみなさんで行い、施設を楽しく利用で
きて「本当にありがとう。」と心から感謝してい
ます。

　コロナに感染しない、施設に持ち込まないと
考えると、働いている親としては、わが子との
面会も躊躇してしまいます。また、外泊、外出
時の約束事を守ることが難しい利用者の皆さん
は、それも叶わず、ご家族も本人と同様に我慢
の日々を過ごしています。高齢の親御さんたち
は、一回でも多くわが子に会いたいと言われて
います。コロナの流行が、一日も早く治まり、
面会や外泊の機会が、また増えていくことを心
より願っています。

　２０２０年は、コロナに始まり色々な事に制
約がかかり、楽しみにしていた行事なども中心
になり、去年とは全く違う一年になってしまい
ました。しかしながらコロナは、人々に思いや
りの心を教えてくれています。相手を守る為に
自主的にマスクをつけ、手洗い、うがい、そし
て不要不急の外出を控えること等々…。
子供達もこれを忠実に守り行動する日々が続いて
います。
　施設の先生方もマンネリ化にならない様に毎
日の生活に変化をつけ、色々配慮して下さり、
毎日安心して送り出すことが出来ています。
　平凡でもいい、以前のような明るく楽しい
日々が戻って来るように、希望を持って進んで
行こうと思います。
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令
和
五
年
四
月
、
桜
丘
養
護
学
校
を
移
転
整
備
す
る
形
で
、
西
谷
山
の

県
農
業
試
験
場
跡
地
に
小
学
部
か
ら
高
等
部
ま
で
を
有
す
る
鹿
児
島
市
南

部
地
区
特
別
支
援
学
校（
仮
称
・
以
下
南
部
地
区
特
別
支
援
学
校
）が
開
校

し
ま
す
。
整
備
予
定
地
は
、
現
在
の
桜
丘
養
護
学
校
の
約
四
倍
の
広
さ
が

あ
り
、
そ
こ
に
二
階
建
て
の
校
舎
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

　

南
部
地
区
特
別
支
援
学
校
は
、
平
成
三
十
年
に
策
定
さ
れ
た
基
本
構
想

に
お
い
て
、
知
的
障
害
や
肢
体
不
自
由
の
複
数
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が

学
び
や
す
い
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
つ
つ
、
近
年

の
特
別
支
援
教
育
を
め
ぐ
る
新
た
な
課
題
に
対
応
し
、
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
障
害
の
状
態
や
特
性
、
発
達
状
況
等
に
応
じ
た
教
育
を
よ
り
一
層
進

め
、
可
能
な
限
り
積
極
的
に
社
会
参
加
し
、
自
立
す
る
人
間
の
形
成
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な
教
育
活
動
を
可
能
と
す
る
学
校
施
設
を
目
指
す
こ

と
と
し
、
以
下
の
四
点
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

（
一
）　
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
施
設
整
備

ア　

一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応（
障
害
種
に
配
慮
し
た

教
室
配
置
、
障
害
の
重
度
・
重
複
化
を
踏
ま
え
た
複
数
障
害
に

対
応
し
た
施
設
）

イ　

地
域
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
推
進

（
相
談
、
支
援
等
に
対
応
で
き
る
施
設
）

　

・
就
学
支
援
室
、
心
理
療
法
室
等

（
二
）　
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
す
る
施
設
整
備
　
　

ア　

多
様
な
学
習
内
容
・
形
態
に
弾
力
的
に
対
応
可
能
な
施
設

　

 

・
可
変
性
の
高
い
教
室
…
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

　

 

・
自
立
活
動
室
、
多
目
的
室
等

イ　

職
業
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
施
設（
時
代
の
要
請
を
踏
ま

え
た
多
様
な
指
導
内
容
に
対
応
可
能
な
作
業
学
習
室
の
設
置
）

　

・
喫
茶
、
清
掃
、
流
通
、
農
業
実
習
室
等

（
三
）　
安
全
で
ゆ
と
り
の
あ
る
施
設
整
備

ア　

学
習
、
生
活
の
場
と
し
て
快
適
な
空
間

　

・
食
堂
や
体
育
館
へ
移
動
す
る
際
，
児
童
生
徒
が
集
中
す
る   

　

廊
下
は
、
幅
六
メ
ー
ト
ル
を
確
保

イ　

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
安
全
に
配
慮
し
た
環
境

　

・
医
療
的
ケ
ア
室
等

ウ　

児
童
生
徒
の
障
害
特
性
や
多
様
な
行
動
へ
の
対
応

　

・
セ
ン
ソ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
等

エ　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

　

・
ス
ロ
ー
プ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等

オ　

通
学
バ
ス
や
送
迎
車
乗
降
時
の
安
全
と
降
雨
等
対
策

　

・
バ
ス
六
台
が
停
車
可
能
な
屋
根
付
き
乗
降
ス
ペ
ー
ス

カ　

災
害
時
の
安
全
で
円
滑
な
避
難
場
所
の
確
保
、
防
犯
対
策

キ　

環
境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
四
）　
地
域
と
連
携
し
た
共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
施
設
整
備

ア　

地
域
の
小
中
学
校
等
と
の
交
流
及
び
共
同
学
習
の
場

イ　

地
域
の
住
民
と
の
交
流
の
場

　

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
地
域
交
流
室
等

　

こ
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
令
和
二
年
七
月
ま
で
に
基
本
設
計
、
実
施

設
計
が
終
わ
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
内
に
工
事
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

今
後
は
、
校
名
や
通
学
区
域
な
ど
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
検
討
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

編

集

後

記

令
和
に
な
っ
て
二
回
目
の
新
年
。
し
か

し
な
が
ら
、
新
し
い
生
活
様
式
を
求
め
ら

れ
る
日
々
で
す
。
悠
久
の
時
の
な
か
で
、

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
景
色
を
眺
め
、
変
わ

り
続
け
る
生
活
の
な
か
で
変
わ
ら
な
い
も

の
へ
の
安
心
を
感
じ
ま
す
。
手
を
つ
な
ぐ

第
二
十
二
号
で
は
、
た
く
さ
ん
の
意
見
を

出
し
合
っ
て
、
第
二
十
二
号
が
完
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も「
て
を
つ
な
ぐ
」を
通

し
て
育
成
会
の
情
報
を
た
く
さ
ん
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
育
成
会
た
よ

り
第
二
十
二
号
の
発
行
に
あ
た
り
玉
稿
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

令
和
五
年
四
月
　
鹿
児
島
市
南
部
地
区
特
別
支
援
学
校（
仮
称
）開
校
へ
向
け
て

鹿
児
島
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
特
別
支
援
教
育
室

※ 画像はイメージです。

コスモスと地域社会をつなぐ機会として泉石
蔵さんに出品しています。利用者の方々は自
分たちが作ったものを自分たちで店に並べる
事と、自分たちが作ったものがお客さんに売
れていく事を非常に楽しみにしています。ぜ
ひ、足を運んでお買い求めください！

「泉石蔵」さんでコスモスで作っ
たマスクを販売しています！

「泉石蔵」さんでコスモスで作っ
たマスクを販売しています！
鹿児島市犬迫町 3449-1　営業時間：8:00 ～ 19:00


